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〔
商
法
　
一
〇
）
　
受
働
債
権
を
こ
え
る
手
形
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
場
合
と

手
形
の
呈
示
の
要
否

（
還
犠
難
獺
欝
碁
請
求
控
訴
置

　
【
判
示
事
項
】
　
一
、
受
働
債
槽
を
こ
え
る
手
形
債
権
を
自
働
債
梅
と
し
て
相

殺
す
る
場
合
手
形
の
呈
示
を
必
要
と
す
る
。

　
二
、
手
形
債
椹
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
に
は
手
形
の
呈
示
な
い
し
交

付
を
要
し
な
い
旨
を
］
般
的
抽
象
的
に
定
め
る
合
意
は
効
力
が
な
い
。

　
【
参
照
條
交
】
　
手
形
法
三
九
條
、
民
法
五
〇
六
條

　
【
富
實
】
被
告
・
控
訴
人
X
は
昭
和
二
十
八
年
六
月
二
十
日
訴
外
M
會
吐
に

宛
て
金
額
五
十
五
萬
六
千
圓
満
期
同
年
九
月
二
日
の
約
束
手
形
一
通
を
振
出
し

た
。
振
出
し
の
際
、
X
は
原
告
・
被
控
訴
人
Y
と
の
間
に
X
は
そ
の
振
出
叉
は

裏
書
に
係
る
手
形
を
Y
に
差
入
れ
て
資
金
の
貸
付
を
受
け
叉
は
Y
よ
り
該
手
形

の
割
引
を
受
く
べ
く
、
そ
の
手
形
に
つ
き
X
が
満
期
に
支
彿
を
し
な
か
つ
た
と

き
は
そ
の
時
以
後
金
百
圓
に
つ
き
一
日
金
七
鏡
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
を

支
彿
う
べ
き
旨
の
契
約
を
締
結
し
た
。
受
取
人
M
會
杜
は
右
手
形
を
割
引
の
た

め
Y
に
交
付
し
た
。
Y
は
右
手
形
を
満
期
に
支
彿
場
所
に
呈
示
し
て
支
梯
を
求

　
　
　
　
到
　
例
　
研
　
究

め
た
が
拒
絶
さ
れ
た
の
で
X
に
封
し
右
の
手
形
金
額
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
梯

を
求
め
る
訴
を
提
起
し
た
。
X
は
抗
辮
と
し
て
Y
に
封
す
る
定
期
貯
金
債
灌
三

十
萬
圓
及
び
百
萬
圓
の
定
期
貯
金
の
残
額
三
十
八
萬
八
千
七
百
十
三
圓
の
債
灌

を
自
働
債
灌
と
し
て
Y
に
封
す
る
前
記
手
形
金
債
務
と
封
等
額
に
つ
き
相
殺
す

る
旨
主
張
し
た
。
Y
は
再
抗
辮
と
し
て
右
各
定
期
貯
金
債
灌
は
Y
に
お
い
て
訴

訟
外
で
既
に
三
同
に
亙
つ
て
反
封
債
灌
と
相
殺
濟
で
あ
り
、
X
が
訴
訟
上
の
相

殺
の
抗
辮
を
提
出
し
た
原
審
口
頭
辮
論
期
日
の
當
時
に
お
い
て
は
存
在
し
て
い

な
い
、
と
主
張
し
た
。

　
【
判
旨
】
　
原
到
決
取
消
、
控
訴
人
X
勝
訴

　
一
、
　
「
手
形
は
呈
示
且
っ
受
戻
謹
雰
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
自
働
債
槽
と
し

て
相
殺
を
す
る
に
は
手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
う

べ
く
、
た
だ
相
殺
を
し
て
も
な
お
手
形
債
権
の
剛
部
が
残
る
よ
う
な
場
合
に
は

手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
が
、
そ
の
場
合
で
も
手
形
を
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
（
一
五
八
七
）



　
　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究

手
方
に
呈
示
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
當
該
手
形
が
滞
期
に
呈
示
さ

れ
て
い
た
か
否
か
を
問
わ
な
い
と
こ
ろ
、
Y
に
お
い
て
右
第
二
同
及
び
第
三
圖

相
殺
の
意
思
表
示
を
な
す
に
當
り
、
當
該
手
形
を
X
に
呈
示
叉
は
交
付
し
な
か

つ
た
こ
と
は
そ
の
自
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
Y
の
右
相
殺
の
意
思
表
示

は
そ
の
効
力
が
な
い
」

　
二
、
　
「
手
形
債
務
者
た
る
X
に
お
い
て
Y
が
右
各
手
形
の
所
持
人
で
あ
る
こ

と
を
知
つ
て
い
た
こ
と
、
満
期
後
も
右
手
形
金
支
彿
の
講
求
を
受
け
て
い
た
こ

と
…
：
相
殺
の
時
期
が
各
手
形
の
満
期
以
後
で
あ
る
こ
と
、
…
…
等
の
Y
主
張

事
實
は
、
い
ず
れ
も
右
の
結
論
を
左
右
す
る
に
足
る
も
の
で
は
な
い
」

　
三
、
　
「
…
…
個
々
の
相
殺
の
場
合
に
そ
の
都
度
手
形
債
務
者
が
手
形
の
呈
示

叉
は
交
付
を
俘
わ
な
い
相
殺
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
を
特
約
す
る
こ
と
は
別
と

し
て
、
右
の
よ
う
に
抽
象
的
一
般
的
に
當
事
者
間
の
取
引
に
つ
き
呈
示
叉
は
交

付
を
し
な
い
で
手
形
債
槽
に
つ
き
相
殺
を
な
す
こ
と
を
認
め
る
合
意
を
す
る
こ

と
は
、
呈
示
且
つ
受
戻
謹
券
た
る
手
形
の
性
質
に
背
馳
す
る
も
の
で
、
そ
の
効

力
が
な
い
も
の
と
解
す
る
を
相
當
と
す
る
」

　
四
、
　
「
X
は
そ
の
主
張
の
各
定
期
貯
金
債
槽
を
自
働
債
槽
と
す
る
相
殺
の
抗

辮
を
昭
和
三
十
年
四
月
十
三
日
の
原
審
口
頭
辮
論
期
日
に
お
い
て
提
出
し
た
こ

と
が
記
録
上
詔
め
ら
れ
、
從
つ
て
Y
が
訴
訟
上
の
相
殺
を
し
た
こ
と
に
な
る
と

主
張
す
る
昭
和
二
十
九
年
十
月
五
日
の
原
審
口
頭
辮
論
期
日
當
時
に
お
い
て

は
、
ま
だ
控
訴
人
か
ら
訴
訟
上
の
相
殺
を
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
受
働
債
権
は

訴
訟
上
現
わ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
、

こ
れ
を
な
す
籐
地
が
な
い
」

八
四
　
　
　
（
一
五
八
八
）

從
つ
て
Y
に
よ
る
訴
訟
上
の
相
殺
は

　
【
響
輝
】
　
一
、
手
形
法
第
三
九
條
は
、
手
形
債
務
者
に
於
て
手
形
の
支
彿
を

求
む
る
も
の
が
果
し
て
眞
費
の
手
形
債
権
者
で
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る

と
同
時
に
、
既
に
支
彿
を
な
し
た
手
形
が
、
更
に
善
意
の
取
得
者
の
手
に
蹄
し

た
場
合
に
お
い
て
、
手
形
債
務
者
を
し
て
更
に
支
彿
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
危
瞼
を

避
け
さ
せ
る
趣
旨
に
も
と
づ
き
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
形
の
支
彿
は
、
辮

濟
の
一
種
で
あ
る
が
、
手
形
の
受
戻
謹
雰
性
よ
り
し
て
、
民
法
の
一
般
原
則
の

攣
更
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
支
彿
以
外
の
原
因
（
時
効
、
冤
除
、
代
物
辮
濟
、
供

託
、
相
殺
等
）
に
因
り
手
形
債
務
が
清
滅
す
る
場
合
に
、
手
形
の
受
戻
を
要
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
夫
々
の
原
因
に
つ
い
て
手
形
の
受
戻
し
が
な
い
と
、

手
形
債
務
者
に
二
重
梯
の
危
瞼
が
護
生
す
る
か
否
か
を
考
慮
の
上
到
断
を
下
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
形
債
権
が
時
効
叉
は
手
績
の
欠
敏
に
よ
つ
て
浴
滅
し

た
る
場
合
、
供
託
に
よ
つ
て
浦
滅
し
た
る
場
合
等
に
は
、
手
形
を
受
戻
し
て
お

か
な
く
て
も
手
形
債
務
者
は
手
形
の
支
彿
を
強
制
せ
ら
る
る
危
瞼
は
な
い
（
伊

澤
孝
李
、
手
形
法
小
切
手
法
四
六
六
頁
）
。

　
手
形
債
灌
が
菟
除
、
代
物
辮
濟
等
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
場
合
に
は
、
手
形
債

務
者
に
二
重
彿
の
危
瞼
が
護
生
す
る
（
手
形
の
返
還
を
受
け
ざ
る
以
上
免
除
は

其
の
効
力
を
生
ぜ
ず
と
の
判
例
が
あ
る
、
東
京
控
・
大
正
コ
ニ
・
四
・
一
五
・



商
判
集
四
八
三
條
一
六
）
。
手
形
債
槽
が
相
殺
に
よ
つ
て
滑
滅
す
る
場
合
に
も

同
様
の
こ
と
が
云
え
る
（
同
旨
、
鈴
木
竹
雄
、
手
形
法
小
切
手
法
二
八
六
頁
、

伊
澤
孝
卒
、
前
掲
書
四
六
五
頁
、
竹
田
省
、
手
形
法
小
切
手
法
一
四
六
頁
、
拙

稿
、
法
學
碑
究
三
二
巻
一
號
七
二
頁
）
。
何
故
な
ら
、
相
殺
適
状
の
襲
生
時
期

は
満
期
で
あ
る
が
、
満
期
後
と
い
え
ど
も
、
支
沸
拒
絶
謹
書
作
成
前
叉
は
支
彿

拒
絶
謹
書
作
成
期
間
脛
過
前
の
手
形
は
、
流
通
力
に
お
い
て
、
浦
期
前
の
手
形

と
攣
る
こ
と
な
く
（
手
形
法
二
〇
條
）
、
善
意
取
得
も
生
じ
う
る
か
ら
手
形
債

務
者
は
や
は
り
二
重
沸
の
危
瞼
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
手

形
債
権
者
が
手
形
債
樒
を
自
働
債
槽
と
し
て
相
殺
す
る
場
合
に
は
相
殺
の
意
思

表
示
の
他
に
、
手
形
を
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の

が
大
正
七
年
十
月
二
日
の
大
審
院
判
決
以
來
判
例
の
探
つ
て
き
た
態
度
で
あ
る

（
最
近
の
判
例
と
し
て
は
、
昭
和
二
九
・
六
・
一
四
・
東
高
判
・
下
級
民
集
五

巻
六
號
八
七
四
頁
、
昭
三
三
・
四
・
一
一
・
大
阪
地
判
・
下
級
民
集
九
巻
四
號

六
三
四
頁
、
昭
三
三
・
一
一
・
一
〇
・
大
阪
高
判
・
下
級
民
集
九
巻
四
號
六
四

二
頁
等
が
あ
る
）
。
叉
、
手
形
債
灌
額
が
反
封
債
櫨
の
額
を
超
過
す
る
と
き
は
、

な
お
残
存
す
る
手
形
債
灌
の
行
使
の
た
め
に
そ
の
手
形
を
必
要
と
す
る
か
ら
、

手
形
債
穫
者
は
相
殺
に
あ
た
玖
こ
れ
を
相
手
方
に
交
付
す
る
事
を
要
し
な
い

が
少
な
く
と
も
そ
の
手
形
を
呈
示
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
（
昭
三
二
・
ご
一

・
一
一
・
京
都
地
判
・
下
級
民
集
八
巻
一
二
號
二
三
三
一
頁
、
昭
三
三
・
四
・

一
一
・
大
阪
地
判
・
前
掲
集
）
。
何
故
な
ら
、
こ
の
場
合
は
一
部
支
彿
（
民
法

　
　
　
　
剣
　
例
　
蘇
　
究

の
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
一
部
支
彿
は
債
務
の
本
旨
に
從
つ
た
辮
濟
と
な
り
え
な

い
が
、
手
形
法
で
は
之
と
異
な
り
一
部
給
付
と
錐
も
債
椹
者
が
之
を
受
取
ら
ざ

る
と
き
は
、
債
穫
者
逞
滞
に
階
る
1
手
形
法
三
九
條
二
項
）
の
場
合
と
同
様

に
、
債
務
者
は
支
彿
あ
り
た
る
旨
の
手
形
へ
の
記
載
及
び
受
取
謹
書
の
交
付
を

請
求
し
う
る
（
手
形
法
三
九
條
三
項
）
の
で
あ
り
、
も
し
、
手
形
へ
の
記
載
な

く
し
て
そ
の
手
形
が
後
に
流
通
に
お
か
れ
た
場
合
に
は
、
善
意
の
取
得
者
に
封

し
て
、
債
務
者
は
既
に
相
殺
に
よ
り
債
務
の
一
部
が
潰
滅
し
た
事
を
封
抗
し
え

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
貼
到
旨
一
の
見
解
は
正
し
い
。

　
二
、
到
旨
二
は
疑
問
で
あ
る
。
到
旨
は
、
Y
主
張
の
手
形
債
務
者
た
る
X
に

お
い
て
Y
が
手
形
の
所
持
人
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
こ
と
。
相
殺
の
時
期

が
手
形
の
滞
期
以
後
で
あ
る
こ
と
等
の
事
實
は
、
い
ず
れ
も
右
の
結
論
を
左
右

す
る
に
足
る
も
の
で
は
な
い
と
到
示
し
て
い
る
が
、
前
述
の
如
く
手
形
法
三
九

條
の
規
定
の
趣
旨
は
、
正
當
な
手
形
債
権
者
を
手
形
債
務
者
に
知
ら
せ
る
こ
と

と
、
手
形
債
務
者
の
二
重
彿
の
危
陰
を
排
除
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
と
解
す

る
時
、
Y
主
張
の
事
實
が
眞
賢
で
あ
れ
ば
、
手
形
債
務
者
た
る
X
は
Y
が
手
形

債
櫨
者
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
お
り
、
相
殺
の
時
期
は
、
手
形
債
務
者
た
る
X

に
二
重
沸
の
危
瞼
の
生
じ
な
い
支
梯
拒
絶
謹
書
作
成
期
間
経
過
後
で
あ
る
（
も

つ
と
も
こ
の
鮎
剣
旨
は
溝
期
以
後
と
い
つ
て
い
る
だ
け
で
支
佛
拒
絶
謹
書
作
成

期
間
経
過
前
で
あ
る
か
或
は
後
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
が
、
本
件
手
形
の
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
　
（
一
五
八
九
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

期
は
昭
和
二
十
八
年
九
月
二
目
で
あ
り
、
問
題
と
な
つ
た
Y
主
張
の
第
二
・
第

三
同
の
相
殺
期
日
は
、
夫
々
同
年
十
月
九
日
及
び
十
一
月
二
十
四
日
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
檬
に
解
し
て
良
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
、
本

件
の
場
合
、
手
形
を
交
付
な
い
し
呈
示
し
な
く
と
も
相
殺
は
そ
の
旨
の
意
思
表

示
だ
け
で
そ
の
効
力
が
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
當
で
あ
り
、
從
つ
て
Y
主
張
の

事
蟹
は
到
旨
の
結
論
を
左
右
す
る
に
足
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
（
相
殺

の
意
思
表
示
の
後
手
形
が
流
通
に
お
か
れ
た
場
合
で
も
、
多
く
は
期
限
後
の
裏

書
譲
渡
で
あ
る
か
ら
、
相
殺
の
あ
つ
た
こ
と
を
右
被
裏
書
人
に
封
抗
す
る
こ
と

が
で
き
、
手
形
債
務
者
は
保
護
さ
れ
る
と
い
う
事
を
一
つ
の
論
嫁
と
し
て
訴
訟

上
の
相
殺
の
場
合
に
、
手
形
の
呈
示
な
い
し
交
付
を
必
要
と
せ
ず
、
相
殺
の
意

思
表
示
の
み
で
有
効
で
あ
る
と
し
た
判
例
が
あ
る
。
1
昭
三
三
・
一
一
・
一

〇
・
大
阪
高
判
・
剣
例
時
報
一
七
〇
號
二
六
頁
）
。

　
三
、
到
旨
三
は
手
形
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
に
は
手
形
の
呈
示

な
い
し
交
付
を
要
し
な
い
旨
を
一
般
的
抽
象
的
に
定
め
る
合
意
の
効
力
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
一
般
に
支
梯
呈
示
を
冤
除
す
る
特
約
は
、
當
事
者

間
に
お
い
て
の
み
有
効
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
約
は
冤
除
者
だ
け
に
封
し
て

は
呈
示
を
し
な
い
で
も
呈
示
を
し
た
の
と
同
一
の
効
果
を
生
ず
る
も
の
と
解
せ

ら
れ
て
い
る
（
同
旨
、
大
判
・
大
匿
一
四
・
一
一
・
三
・
民
集
四
巻
六
六
五

頁
、
鈴
木
竹
雄
、
前
娼
書
二
七
七
頁
註
⇔
、
田
中
誠
二
、
手
形
法
小
切
手
法
一

九
〇
頁
、
伊
澤
孝
卒
、
前
掲
書
四
四
七
頁
）
。
從
つ
て
通
説
に
よ
れ
ば
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
　
（
一
五
九
〇
）

件
の
如
き
相
殺
契
約
に
よ
る
支
梯
呈
示
の
冤
除
の
場
合
も
こ
れ
と
同
じ
結
論
と

な
ろ
う
。
こ
の
黙
到
旨
は
、
個
々
の
相
殺
の
場
合
に
そ
の
都
度
手
形
債
務
者
が

手
形
の
呈
示
叉
は
交
付
を
俘
わ
な
い
相
殺
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
を
特
約
す
る

　
　
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ

場
合
と
、
抽
象
的
一
般
的
に
當
事
者
間
の
取
引
に
つ
き
呈
示
叉
は
交
付
を
し
な

い
で
手
形
債
権
に
つ
き
相
殺
を
な
す
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
特
約
す
る
場
合
と

に
分
け
、
前
者
の
場
合
は
格
別
、
後
者
の
場
合
に
は
呈
示
且
つ
受
戻
謹
券
た
る

手
形
の
性
質
に
背
馳
す
る
も
の
で
、
そ
の
効
力
が
な
い
も
の
と
解
し
て
い
る

（
同
旨
、
京
都
地
裁
・
昭
三
二
・
一
二
・
一
一
到
決
・
下
級
民
集
八
巻
一
二
號

三
三
一
二
頁
、
「
民
法
上
の
相
殺
と
異
る
相
殺
契
約
の
場
合
に
お
い
て
は
、
手

形
債
務
者
に
お
い
て
相
手
方
が
手
形
債
穫
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
當
該
手
形

債
権
と
相
手
方
に
封
す
る
金
銭
債
務
と
そ
の
劃
等
額
に
お
い
て
消
滅
せ
」
め
る

こ
と
を
合
意
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
性
質
を
普
通
帯
有
す
る
こ
と
を
重
覗
し

て
當
事
者
間
に
お
い
て
手
形
授
受
を
要
せ
ず
し
て
相
殺
の
効
力
を
認
め
て
も
弊

害
が
少
な
い
よ
う
に
一
磨
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
相
手
方
が
手
形
債
権
者
で

あ
る
こ
と
を
認
め
當
該
手
形
債
権
と
相
手
方
に
封
す
る
金
銭
債
務
を
封
等
額
に

お
い
て
相
殺
す
る
と
い
う
性
質
が
充
分
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
特
定
の
手
形
に

つ
い
て
の
相
殺
叉
は
精
算
的
相
殺
〔
い
ず
れ
も
直
に
封
立
す
る
爾
債
椹
が
消
滅

し
て
し
ま
う
趣
旨
の
合
意
〕
の
場
合
の
み
で
あ
る
の
で
手
形
授
受
を
要
し
な
い

で
相
殺
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
場
合
は
こ
の
範
園
に
限
定
す
べ
く
、
將
來
に
封

す
る
不
特
定
多
数
の
手
形
に
つ
き
與
信
的
に
相
殺
豫
約
を
な
し
そ
の
豫
約
に
基



き
一
方
的
に
相
殺
す
る
場
合
に
も
手
形
授
受
を
要
し
な
い
で
相
殺
を
な
し
う
る

と
す
る
こ
と
は
債
務
者
の
二
重
沸
の
危
険
が
あ
り
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
）
。
こ
の
黙
私
は
到
旨
に
反
封
で
あ
り
、
前
述
の
抽
象
的
一
般
的
な
特
約

も
當
事
者
間
に
お
い
て
の
み
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
。
何
故
な
ら
、
抽
象
的
一

般
的
に
手
形
授
受
を
要
し
な
い
で
相
殺
を
な
し
う
る
と
い
う
特
約
の
効
力
を
認

め
る
こ
と
は
確
か
に
手
形
債
務
者
に
二
重
携
の
危
瞼
を
生
ず
る
が
、
か
か
る
特

約
に
は
、
二
重
彿
の
危
瞼
を
敢
て
甘
受
す
る
と
い
う
手
形
債
務
者
の
意
思
表
示

が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
手
形
債
務
者
が
、
か
く
の
如
ぎ
意
思

表
示
を
な
し
た
以
上
、
も
は
や
手
形
債
務
者
を
二
重
彿
の
危
瞼
に
封
し
保
護
す

る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
四
、
判
旨
四
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
手
形
を
自
働
債
権
と
し
て
訴
訟
上

の
相
殺
を
主
張
す
る
場
合
に
手
形
の
呈
示
・
交
付
を
要
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
判
例
が
分
れ
て
い
る
（
呈
示
・
交
付
を
要
す
る
と
し
た
判
例
ー
昭
三

三
・
四
・
一
一
⑰
四
八
九
九
號
・
大
阪
地
裁
・
到
例
時
報
一
五
四
號
三
〇
頁
、

呈
示
・
交
付
を
不
要
と
し
た
判
例
i
i
昭
九
・
五
・
二
二
・
大
審
院
・
昭
二

九
・
六
・
一
四
・
東
京
高
裁
・
昭
三
三
・
一
一
・
一
〇
・
大
阪
高
裁
・
判
例
時

報
一
七
〇
號
二
六
頁
、
い
ず
れ
も
訴
訟
上
の
相
殺
の
法
的
性
質
〔
こ
の
黙
詳
細

に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
中
野
貞
一
郎
「
相
殺
の
抗
辮
」
阪
大
法
學
九
號
三
〇

頁
以
下
、
山
木
戸
克
己
「
訴
訟
に
お
け
る
契
約
解
除
な
ら
び
に
相
殺
」
民
訴
雑

誌
二
號
九
九
頁
以
下
、
三
ケ
月
章
、
民
事
訴
訟
法
二
七
八
頁
以
下
、
が
あ
る
〕

よ
り
結
論
づ
け
て
い
る
。
な
お
昭
三
三
・
四
・
一
一
・
大
阪
地
裁
⑰
四
三
二
八

號
・
判
例
時
報
一
五
四
號
三
二
頁
以
下
は
訴
訟
上
相
殺
を
す
る
場
合
に
も
手
形

の
呈
示
・
交
付
を
必
要
と
す
る
立
場
を
採
り
な
が
ら
、
相
手
方
は
反
封
債
椹
の

消
滅
確
認
書
及
び
債
椹
謹
書
の
交
付
義
務
を
負
い
、
こ
れ
と
手
形
の
交
付
義
務

と
は
同
時
履
行
の
關
係
に
あ
り
、
相
手
方
が
手
形
債
椹
の
存
在
を
箏
い
自
己
の

義
務
を
履
行
し
な
い
意
思
明
確
で
あ
る
場
合
は
、
手
形
債
椹
者
は
手
形
の
呈
示

を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
い
う
狗
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
）
。
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